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1. 調査目的

この調査は中小企業に認ける安全管理と労働災害の実態及びその災害の

原因を究明し，以てその災害防止対策の一端に資するのが目的である。

2. 調査の対象

この報告の調査対象は昭和29年 1月から12月に至る間に東京労働基準局

管内の亀戸，足立，両労働基準監督署区域にある労働者 100人未満使用の

事業場中金属，機械器具，製材および木製品工業で発生した死傷災害であ

る。

3. 結果の概要

3. 1 調査事業における労働災害の傾向

中小企業における労働災害の全規模に対して占める割合は，労働省労働

統計調査報告の昭和29年度労働者災害補償保険労働災害統計によれば，本

謁査対象事業の労働災害の件数及び度数率，強度率を規模別に見ると次の

とおりであつて，労働者数100人未満の事業場の災害件数は全規模のそれ

に対して夫々金属工業69.4%, 機板器具工業47.8%, 製材及び木製品工業

92.2%に当り， しかも，何れも度数率，強度率において大企業よりも高率

規模，事業別，傷害件数
、一｀

＼＼＼規模別
全規模計 100人以上 50~99人 30,--...,49人 29人以下

99人以下

事業別＼＼＼ i 註

金属工業
48,462 14,835 7,471 6,864 19,292 ! 33,627 
(100%) (30. 6) (15. 4) (14. 2) (39. 8) ! (69. 4) 

機械器具 64,707 33,771 6,940 6,506 I 17,490 30,936 
工業 (100%)I (52. 2) (10. 8) (10.1) (26. 9) 1 (47. 8) 
製材及び 36, 138 2,841 3,478 4,441 25,378 33,297 
木製品工業 (100彩） (7. 8) (9. 6) (12. 6) (70. 0) (92. 2) 
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規股，事業別，度数率，強度率

------------------- 規模別｝
I全規模計

100人I I 99人以下
、 50~99人 130____.49人129人以下

事業別 --------
以上，

I I I 小 計

金＇属工業
度数率 I 46. 89 I 44. 2 i 54. 87 50. 90 f 45. 13 48. 2 

強度率 1I 3.04 2.7 3.07 3.18 3.25; 3.2 

機械器具｝度数率 I 25. 49 22. o 28. 77 32. 31 31. 12・ 3o. s 

工 業 1 強度率
I I 
1 I. 64 I I. 3 I. 43 I 2. 02 2. 46 I 2. J 

製材及び度数率 42. 20 , 43. 7 I 44. 51 41. 20 f 41. 88 42. O 

和製品工業 I
1 強度率 4.7s i 3.21 3.so I 3.9o s.23 4.9 

を示している。

3. 2 調査事業における労働災害の発生原因の特徴

調査事業の製造工業について災害を原因別に分類した場合，動力運転

による災害の占める割合は全国全規模のそれに比較してそれぞれ次のよ

うに高率である。

中小企業 I全規模

金属工業

機械器具工業

製材及び木製品工業

38. 7% 
38.2彩

67.0劣

(26. 3彩）

(26. 4彩）

(40. 0劣）

（括弧内は昭和31年版産業安全年鑑の原因別死傷災害発生状況より）

4. 中小企業における安全対策

4. 1 中小企業は資金の貧弱性のために大企業への従属性と事業の不安

定性のためにその経営方針も計画性を欠き，その上優秀なる技能者，スタ

ッフを有せず，使用者も叉その経営能力が貧弱であるため，安全管理の面

から見ると殆ど大部分の工場事業場は安全に対する関心がないと云つても

過言でないような状態であつて， このために機械その他の設備の不良と相

侯つて類似の災害を繰返しているような状態である。

然し，少数の中小企業工場においてほ安全に対して充分なる対策を立て
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相当に顕著な成績を収めているとこるもしうる。

4. 2 大工場への企業系列化による安全：笥導

親会社と下請工場の系列が確立されて居り，特に一工場に 100%依存し

ているときは経営が極めて安定性があり，又親工場においても安全の専門

的な立場からこれを指導することが出来るために安全の成績は著しく向上

を期待でぎる。

一例として日立製作所亀戸工場の場合は傘下に下請80工場，所属従業員

約4,000名で，一貫した経営組織による安全指導が行われ非常なる成果を

挙げている。

即ち昭和25年以降現在までに約半数に対し安全指導が行われ，尚当初月

産4億が10億に達したということである。この間29年2月に下請安全衛生

協議会を設け， 11部会 4地区に編成し，月例会によつて安全に組織活動カミ

推進されている。

4. 3 安全管理機構の実情

庶務的な安全業務をするものを除き，事業主から役付者へのラインに沿

つて管理活動が行われ，スタッフとしての安全担当者は通例設けられてい

ない。然し安全管理の実を挙げるためには唯単に事業主から直接下級従業

員に指示することを避け，努めて生産職制を活用して有機的なる活動が出

来るようなことが望ましいことである。

4. 4 作業監督者の安全認識

中小企業における労働力の構成は女子，年少者等の若手層の割合が高い

ことが通例で，中堅熟練工に欠けている憾みがある。然し役付者の指導能

カの如何は大企業以上に強く影響するところであるが， この役付工，幹部

エが一般に安全に対する指導能力がないために下級労働者は未経験のまま

に常に危険に曝されている。

4. 5 労働者に対する安全教育の程度
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中小企業においては教育に計画性がなく又役付工，幹部エの安全に対す

る認識も熱意も共に極めて薄い。故に，安全教育を未熟練工に徹底させ災

害を減少させるためには先一門監督者の安全認識と指導能力を高めなければ

ならない。これが高められれば未熟練エに対する安全指導は，作業を通じ

個人教育によつて徽底させることができるから，この面では使用者に充分

安全に対する熟意があれば大企業と同じような安全教育効果を収め災害減

少の実を挙げることが出来ると考えられる。然し現在の状態においては，

これが極めて少数の工場を除き徹底していないから，下級労慟者の安全認

識は非常に低い。

4. 6 提案制度を通じての安全への協力

従業員に安全教育が微底して行われていないために安全提案制度を設け

ても効果が挙がらないのが一般中小企業の実情である。然し極めて少数の

中小企業の工場においては従業員の教育訓練をした上安全の提案制度を採

用している。このような工場では生産性も高まつているのみならず，災害

も極めて低率であることは安全管理の成果を挙げるためには提案制度のよ

うなものによつて全従業員が挙つて協力するような態度が必要であること

を示している。

4. 7 運搬方式

の改善

中小企業におけ

る運搬方式という

ものは極めて原始

的であつて唯人力

そのままによつて

行われているのが

大部分の実情であ 写真 I 
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る。写真 1に示したものは某金属工業の 1例であつて，製品である棒を 6

人の人が30間程先の所までかついで運んでいるのである。このようなこと

に横木を少しく｛頃斜させれば棒は自動的に所定の場所まで転つてゆくので

このような運搬の

手数が全く省かれ

るし，又このよう

な運搬仕事は最も

災害を生じ易い作

業であるからこれ

によつて災害は減

少する。中小企業

では殆ど運搬管理

などは意が払われ

ておらず，材料も仕掛品も廃材

もその加工の行われた附近，通

路等に乱雑に置かれてあり，

これが生産のネックになつてい

るのみならず， このために災害

を惹起する。これは作業床面積

の不足，通路の狭濫，作業流れ，

の不適正によるが，その作業に

応じた適当なる連毀車の活用或

は見込生産を行つている工場で

は， コンベアの採用等によつて

合理化されることと思う。

然し中小企業でも極少数のエ

写真 2 

写莫 3 
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場は迎搬の合理化が行われている。写真2はトラックに製品を積み込み或

は卸す時に使用するものでこれによれば荷物を傾斜面のローラによつて軽

＜災害なく作業することができる。

次の 1例はアセチレン溶接装置を運搬するために考案された運搬車であ

つて写真3は熔接装置を立ててから使用しようとする状態の時であつて，

これを運搬する時はこれを倒せば二輪車となつてその位容易に運搬できる

から取扱運搬による災害は惹起する可能性がない安全のものとなる。

4. 8 安全対策としての作業環境の整備

4. 8. 1 中小企業における災害の発生は作業環境が大企業の如くに整備

されていないことから発生している。

一般に中小企業の作業環境といえば狭く暗く乱雑で，作業通路応明確で

なく作業床は凹凸があり，滑り易く，被加工場も所かまわず積み重ねられ

てあり，至る所にベルトが立つているような環境である。

このために災害発生の可能性も高く，別表に示す中小企業の災害原因別

統計中飛来，崩壊，顛倒，撃突，踏抜，墜落物の取扱運搬等によるものは主

としてこの作業環境の整備について欠陥のあるために生じたものである。

今中小企業における作業環境の実態を次の 4つに分けて調べてみる。

1. 作業場内の採光，照明の状態

2. 作業場内の通路状態

3. 作業床の状態

4. 整理整頓の状態

4. 8. 2 作業場内の採光，照明の状態

中小企業の工場の建物は木造のバラック建のものが多いために充分な窓

面積がとれない。このために作業場内に一般に採光が悪く，作業面におけ

る照度は低い。今金属工業，機械工業，木材加工業について調査して見る

と，金属工業においてはその作業の性質上相当の作業床面積を要するが，
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その建物は殆ど全部木造建物のために建屋が低く，窓面積が作業床面積の

割に小さいために自然光は作業床の中央部までとどきにくく， 極めて暗

い。照度を測定してみると窓に近い部分は40""'-・60ルックスあるが，実際に

多くの労働者が作業している場所の照度は20"-'30ルックス程度である。

写真4は金属工

業の圧延作業して

いる場所の一例を

示したもので， 20

ルックス前後の照

度しかない。なお

伸鉄ロール機の作

業場所で測定した

結果は18;レックス

で，この場所では 写真 4 

過去においてロールにはさまれるような災害を起したとの事であつた。機
噂

械工業では金属工業よりも一般に一つの建物における床面積の割に窓面積

が大きく，従つて金属工業の作業場よりもずつと明るい。照度を測定して

見ると窓に近い機械で作業している部分は80,--.J100ルックス位あり，中央

部でも40,.....,50ルックスはある。

然し壁などのために光分採光のとれない部分の作業面は暗く 40ルックス

程度であるが，この場所は日中でも局部照明を行つて作業面を50,...__,70ルツ

クス程度に高めるようにしている所が多い。

木材工業の床面積も機械工場と同様に一棟の建物が余り大ぎくなく，床

面積に対して窓面積が充分とり易いので特別に壁などで窓面積が少くなつ

ていない限り，作業場中央部の暗い作業面でも40ルックスはある。然し40

ルックス程度の場所では電灯をつげて作業面の明るさを70ルックス程度に
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高めて作業してい

る。一般に中小企

業の工場はその建

物が木造バラック

で，建物内部で色

彩調節などの方法

によつて明る＜作

業のし易いような

方法をとつていな

いので暗い。この 写真 5 

ために日中でも大部分の工場は照度が30/'-'40ルックス程度の暗い作業面で

は電灯がつけられている。然しその電灯は笠もなく作業者にグレヤーを生

ずるような不合理な方法で局部照明が行われて居り，しかも局部照明のみ

に頼つて全般照明の設備が殆どない。

然し昼間の作業では局部照明のみでも支障がないが，残業を行うような

場合太陽光線によつて全般的照度が全然得られないから，このような場合

には災害の発生し易い状態となる。

写真 5はプレス工場の一例であつて，屋外は晴天にもかかわらず午後二

時頃でもこのように電灯がつけられて居りしかも笠もなく光源が直接視野

に入り，グレヤーを生じ易いような不合理な局部照明を行つている。

4. 8. 3 作業通路の状態

中小企業の工場は一般に床面積の割に多くの機械が据付けられて居り，

このために機械間の間隔も狭く，従つて作業通路の状態も極めて不良であ

る。然もその作業通路には加工のための仕掛品等が無計画に置かれるため

に，甚しい場合はそこを通行する場合は仕掛品の間を縫つて進まなければ

ならない程である。
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写真 6に示したものは機械工

場における一例であつて，労働

者は雑然と冒かれた仕掛品の間

を縫つて通らなげればならない

ような状態となつている。向プ

レス工場等においても一般に未

加工品と既加工品をその作業し

ている附近に所きらわず置くた

めに通路が殆ど塞がれて居り又

これが高く積まれる結果作業場

が暗い。

これらの悪状態は，物の取扱

い，運搬に支醇を来たし，又災

害を発生させる原因となつてい
写真 6 

る。作業通路は白線などをひいて確然としたものを定めておくべぎで，こ

の通路に妨げになるようなものは絶対に置かないようにすることが災害防

止上必要である。

この白線をひく

位置は通路に面す

る機械の最突出端

から 30cm位を標

準とすることが望

ましい。作業通路

の巾はそこを通行

する車，・運搬する

加工品の大きさ等 写真 7 
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を考慮して定めるべきであるが，中小企業の工場では床面積が狭いので余

り広くとることは許されないが，然し通行する車の巾に 50cm加えた租度

にすることが望ましい。然し中小企業の工場でも全部が通路状態が悪いと

云うのでなく，写真 7に示すように白線で明確な作業通路を定めているよ

う汰模範的なところもあることは，経営者の認識によつては通路を整然と

することも可能であることを示している。

4. 8. 4 作業床面の状態

作業床面は一般に無関心に放置されているものが多い。然し作業床面の

凹凸や油等で滑り易くなつていることは，作業者に順倒や撃突による災害

を惹起させることになるから注意する必要がある。

尚木製品加工場においては木工機賊を運転するため作業床下に動力伝導

軸を殷げて，これからベルトによつて連転するようになつているものが可

成りあるが，作業床面にベルトがむき出しであるのが散見合れた。

4. 8. 5 蓋理整頓の状態

中小企業においては労働者が自分の仕事さえ出来れぼよいと云うように

自分の作業している場所の前後に未加工品と既加工品を積んでおく，それ

を各自それぞれやつているのみで，管理的立場の者がそれに何等関心を示

さずまかせ含りで，又それらの加工品を明確に置き場所も管理者側のもの

が定めて居らないので，狭い作業場は更に狭くなつて，実に雑然たる有様

となつてしまう。このことが災害の発生の可能性を高める事になる。例え

ば積んであるものが崩れて来たとか，散らかつているものにつまずいて転

倒したとか，邪魔のところに置いてあつたのでそれに乗つたはづみに平均

を失つて倒れて機械に体をぶつける等その他色々の災害を惹起しているの

である。機械工場やプレスによる板金加工の工場等には一般に加工品が高

く積まれたり，加工機械の附近に雑然と置かれている場合が特に多い。

木製品加工の工場は一般に機械工場よりも更に乱雑である。木屑，木切
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れ等散らすにまかせてあり，これ以上散らかすことはむづかしい程であろ。

このために労働者が災害を起し易いのみならず，可燃性の木屑，板屑を

多量に散らしてあるために火災等も発生し易い。統計によれば製造―:［業全

体に認いて火災件数のトップを占める者はこの製材，木工業である。

写真8は木工家具工場の現湯の一例を示したものである。

然し中小企業であつても全部のものがこのように整理整頓が悪いと言う

のでなく，使用者

ぶよく認識を持つ

ている工場では，

よく整囲整頓が行

われている。

写真 9は30人程

度の労働者を使用

している機械工場

の一例であるが，

作業の通路も確然

として居り，又機

械によつて加工さ

れたものも場所を

定めて整然と並べ

てある。

プレス加工のエ

場では加工品の他

に機械に取付ける

型刃物等が雑然と

して工場の隅に慨 写莫 9 
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かれているのが多

いが，然し写真10

に示すものは労慟

者が80人を覧ずる

工場の一例である

が，型匁物は一切

作業場内に置かず

に別に置ぎ場所を

定めここに整然と

置いている。 写冥 10 

4. 9 安全対策としての作業用機械機具の安全化

4. 9. 1 別表に示ナ中小企業災害統計によつても明らかの如くに，大企

業に比して作業用機械，器具に｀よる災害が著しいのが特徴である。しかも

これらのものによる災害は一部永久労働不能となるような傾向が多い。

これらの災害を生ずる主なる原因は次のようである。

1. 旧式で不完全な機械が多い。

2. 安全装置が完備されていない。

3. 作業に対する機械の安全運転方法が確立されていない。

4. 機械，器具の保守，点検方法がよく行われていない。

尚機械のうちでも中小企業でも最も災害を惹起し易いものは別表の統計

によっても明らかのように機械工場における，プレス（圧機）と木製品加

工場における丸鋸機，かんな機，溝切機である。

今，金属工業，機械工業，木製品工業において使用している作業用機械，

器具の実情を別表の災害統計に示す順序に従つてその重点と考えられるも

のに就いて述べると次の如くである。

4. 9. 2 ベルト（調帯）による災害
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機械を運転するために電動機とそれぞれの機械とが直結されていること

が最も望ましいことであつて，最近の新しい機械は殆どこのような方式で

採用されている。然し中小企業の工場では旧式で不完全な機械が多いた

め，特殊のものを除ぎ殆どが今尚集団運転方式で，多数の調帯がライソシ

ヤフトから林のように並んで走つている。この調帯による災害が大工場に

比して非常に多い。

尚その原因を更に細分して見ると，別表に示したように何等かの機械の

故障その他によつて外した調帯を改めて掛けるような場合にプリーとの間

に挟まれたというものが調帯による災害の半数を占めて居り，残りの％は

調帯に触れた際にその継目の金具の突出物にひつかかつて巻き込まれたも

の等である。

この災害を防止するには安全法規に示すように調帯の継金具に突出のな

いものを使用させ，ベルトの掛け外しに際しては素手で行わず棒などを使

用するようにし，又注油の時も熟練者に行わせるようにし，ベルトを外し

ておく場合，他のプリーや接手が近接している場合はこれに巻付く危険が

あるから，ベルト受を設けるようにする。機械を運転，停止に際して素手

でベルトを寄せるようなことは，巻込まれる危険があるから必ず遷帯装筐

を設ける。

4. 9. 3 動力転子機による災害

これは中小企業において金属工業の圧延ロール，或はゴム工場における

ゴム練ロール，カレンダーロールなどがその主なものであつて，災害の原

因となるものは別表統計で示すように金属工業のものと，ゴム工場のもの

では異る。即ちゴム工場のゴム練ロールではロールの間に挟まれるものが

殆どを占めているが，金属工業の圧廷ロールではロールの間に挟まれると

いうのは総数の兄で，第 1位を占めるものは作業中に加工物が当り或はそ

れにはねられる，又そのものとの間に挟まれるというような原因のものが
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多い。これは被加工物が金属の板，ストリップ，棒であるために軟らかい

ゴムのようなものとは異るからである。

ゴム練りロール機のような場合は，万一の場合は動力を急停止するよう

な安全装置が可成取付けてあるようであるが，金属工業にぢけるロール機

には殆ど大部分のものが，全然安全装置が阪付けられていない現状であ

る。

写真11に示すら

のはよい例であっ

て，中小企業の某

圧廷工場で過去に

認いて災害（ロー

ルに挟まれた）が

あつたことから再

発防止のために圧

延ロール機に坂付 写真 11

けられたもので，これによれば漏斗状のガイドの所に挿入してやればその

下部に回転している溝ロールによつて圧延ロールに被加工物が供給され，

手は全然ロールに近づくことがないから決して挟まれるような憂はない。

然しこの工場では作業面は25ルックス位で暗いから，もつと照度を上げ

て少くとも60ルックス位にしてやる必要がある。

巾の広い薄い板を加工するロール機等には殆ど安全装置が取付けられて

いないようであるが，写真12に示すものはよい例であつて某中小企業工場

においてロール機の板供給側に手を挟まれることを防止するために取付け

られた金網張りのガードである。これがあればこの金網以上に手がロール

に近づくことは出来ないから手を挟まれる心配はない。

尚ロール機は作業中でなく，表面を清浄するためにロールを静かに運転
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し乍ら帰除してい

る際に挟まれる災

害があるが，これ

はその作業者の位

置が悪いのであつ

て，ロールの回転

方向を考えて掃除

に使用ずるボロ切

れ等が巻込まれな

いような側におい

てやれば挟み込まれるようなことはない。

写真 12 

閂加工物が当るとかこれにはねられる等の災害に対しては，作業者の作

業位置をこのようた災害から免かれる位置に白線などで明確にしておく必

要がある。

4. 9. 4 動力用木工釦機，丸鋸，昇降盤

木工用加工機械は匁物の回転数が非常に速く，又その匁がむき出しにな

つて居り，機械が簡単で近代化されていないような傾向が災害発生を高め

ているのである。

今木工用の作業機械をその災害の発生の可能性を見るために中小企業に
． ．  

作業機械 1 災害発生（劣） 1 作 業機械 1 災害発生（彩）

丸 鋸 17.6 I＇ 自動かんな機 2.2 

昇 降 舟'「TT受I 16.7 角のみ 1. 5 

手押かんな機 9。8 柄版機 1. 5 

戸 夕 リ 5.8 研磨盤 0.8 

クリッパー , 5.8 コールドプレス 0.8 

ホットプレス 5.8 ダブルソー 0.8 

スプレッター 3.6 面 販 盤 0.8 

チエーンソー 2.2 帯 鋸 1. 5 
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ついて調査した結果は次のようであつた。

これによつても知られる如く災害を多数発生している機械は丸鋸，昇降

盤と手押鉤機である。

今これらの機械において如何なる時に災害を煮起しているか原因を細分

して見ると別表の統計表のようであつて，先ず第一位を占めているのは手

が鋸匁に触れたものであつて，これは丸鋸災害の約半数，次位が加工材，

木片が作業中反椀し当つて災害を生じたもので，続いて被加t物が振動，

跳上り又は手が上つて鋸匁に触れたものである。尚作槃中木屑を除こうと

して匁に触れたようなものもある。＂

丸鋸について鋸匁に触れて災害を惹起したのは首位を占めているが，こ

れは中小企業の木製品加工場を調査し

て見ると，接触予防の装置をつけたエ

場は殆ど見当らないという現状に起因

していると思われる。

この匁に触れる災害を防ぐためには

第1図に示すような保護カバーを設け

るようにすれば殆

ど防止出来るもの

と思われる。

尚被加工物の反

椀による災害を防

ぐために割匁を設

けることが安全法

規上必要である

が，その現状を見

るとこれが取付け

第 1回

写莫 13 
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られていないものが相当あり，又取付けられていても充分な効果を発揮し

ないようなものが多い。

写真13はその一例であつて偶匁と割匁とがこのように離れていては作業

がしにくいのみならず，反撓予防の充分な効果がない。

鉤機による災害の原囚はその首位を占め，総数の 8間は被加工物を手で

押しつつ加工しているとき，振動によつて跳上り匁に触れたもの及び被加

工物を押しているとき手がすべつて匁に触れたものである。尚木工用溝切

機，実はぎ機等においても殆ど同様である。

これらの鉤機，溝切機，実はぎ機等には中小企業においては，殆ど安全

装置は取付られていない現状であつて，しかもこれらの機械による災害は

相当に高いのであ

る。

写真14は溝切機

の不完全なものの

一例であつて，木

工機械と云つても

構造は極めて簡単

なもので，現にこ

の機械において手

に数件の災害を惹 写莫 14

起したにもかかわらず，何等安全装置

なるものが取付けられていない。

このような種類のものに対しては，

加工して行く速度が速いので，第 2図

に示すような安全装置を坂付けること

が望ましい。この装置か収付けられて 第 2回
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あれば加工終りに手を江らせても匁物に鯖れよるようなこともなく，又加

エ途中節などあつて手が振動したり跳ね上つてもこれがために匁に触れる

ようなこともない。

以上の機械は匁物を取付げる軸が水乎方向になつているが，これが立軸

として匁物が水乎になっているような構造のものも溝切，実はぎ機にある

が，これに就いても同様に殆ど安全装置を取付けている工場はない。然し

30人位の労働者を擁する某工場においては，このような機械に対して写

真15に示すような安全装置を取付けている。これでは一端から板を供給す

れば自動的に匁物

が加工し取出され、

るから作業者は全

然匁物に触れる恐

れはない。尚匁物

には保護カバーカ；

取付けられている

から他の機会にも

これに触れること

はなく安全である。

4. 9. 5 動カプレスの災害

プレス作業というのは

(1) 被加工物を入れる

(2) プレスする

(3) 被加工物を取出す

写真 15 

ということを繰返し行う極めて単純な作業であり，然も手と足を同時に用

いて作業するので，単調で肉体的と共に精神的な疲れを伴い易く，このた

めに手と足の動作に失調を来し易く，この失調のために手を挟むようなこ
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とになる。このことは別表の災害原因統計によつても容易に理解されると

ころであり，プレスによる災害総数の 9割を占めている。次に注目するこ

とは残りの半数は安全装置，クラッチ，ブレーキの故障で挟まれたという

ものである。このことはプレスの安全装置に対する保守点検の重要性を示

している。

中小企業に於けるプレスの使用工場の現状を見ると安全装置の取付けて

ないものが非常に多い。安全装置が取付けてないために指先を挟まれる，

挟まるると必ず指先を或る程度のところから切断することになり，一部永

久労働不能となる。動カプレスの安全装置は作業の性質の困難及び生産能

率の立場から阻まれて一番重要にもかかわらず，あまり取付けられていな

いのが一般の中小企業の実情で応乙。

写真16はプレス

の安全装置の一例

であつて，これは

両手を使わなけれ 1

ばラムが下降して

来ないから手を炭

まれる心配はな

し'o

尚中小企業にお

ける某工場におい 写真 16 

ては或る治具に被加工物を供給してやる。供給された治具はラムの下降と

共に刃物下に移動されてプレス加工を行うことを行っている。これは写真

17に示すようなもので，これによれば被加工物を供給して取出すためにラ

ムの下に手を入れるようなことがないから災害はない。

動力を使用するような大きなものでなく人力のみで行うものにケトバッ
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プレス（フットプ 誓

レス）なるものが

あるが，これにお

いても動カプレス

と同様な災害を起

す。災害発生の可

能性が大にもかか

わらずこれに対し

ては治どの工場に

おいて安全装置を

つけていない。

ケトバシプレスの安全装置と

して最も簡易で費用も安く効果

のある一例として写真18に示す

ようなものがある。これは両手

でシバー端を押さなければ足を

踏んでもラムが下降して来ない

から災害を生ずることはない。

同じくケトバシに用いるもの

として写真19に示すようなもの

がある。

これは外で治具に供給して足

を跨んでラムの下降と共に治具

をラム下に移動してプレス作業

写真 17 

写真 18 

を行うものである。中小企業では経済仔］に設傭に費用をかけることは容易

のことではない。然し或程度は不完全でも安全ならのを考案すれば出来る
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と思われるが余り見受けられな

し、

゜
作業としては最初幾分やりに

くいかも知れないが，槃練ずれ

ば生産性も低下しないと云われ

ているものにピソセットがあ

る。これを使えばピソセットで

被加工物をつかむから，手はラ

ムの下に行くことがないから決

して手を決まれるようなことは

なし'o

写真20に示すものは必ずしも

理想的なものではないが安全の

目的は達し得るものである。こ

のような隕み具に

はその用途により

種々のものが考案

されている。尚こ

のようなものを使

用しても作業し易

くするためには，

品物を供給するガ

イドのような治具

を別に考案すれば

写真 Jg 

写冥 20 

挟具でも更に作業がよりし易くなり，経済的で安全なものが得られる。

'4. 9. 6 動力研崩機の災害



22 中小企業における安全管理の実態心お告工業編）

動力研脊機の災害は別表に示す中小企業における原因別災害統計によれ

ば高速回転している砥石に頻れたもの，又挟まれたものが一番多く研磨機

災害の半数を占めている。最も悪質なものは砥石が破壊して飛んだもの

で，それに次いでいる。

中小企業の工場においては研磨機にカバーが取付けられていないものが

未だ相当見受けられ，向タソグの調節が殆ど不完全のものが多い。

研磨機の砥石の破壊による事故は死亡災害を伴い易いから，カバーの取

付けは完全に行うことが必要である。

4. 9. 7 切断機による災害

切断機による災害は別表の原因別災害統計によれば刃物との間に挟まれ

て生じたものが大部分を占めている。然し金属工業においては被切断物が

金属であり重いものであるから，これが切断に際して落ちて跳ね返つて飛

んでこれが当つて傷害を生じたものも次位を占めている。

中小企業の金属工業における切断機の状態を見ると殆ど大部分のものが

銅阪を切断するに際して，誤まれば手が刃の下に入り得るような状態にな

つている。即ち安全装置が全然取付けてないのである。

第3図に示すようなものを鋼板

を供給する側に取付けておけば，

どんな小さなものを切断するとき

でも手を刃の下に入れるようなこ

とはなく，又被切断物も跳ね返つ

たりしない。

4. 9. 8 ボール盤の災害

金

← lt網 9mm以下ク、
一ーブjレ~1-111111~T 

第 3回

金属加工用の工作機械として最も広く用いられているもので，災害の第

一位を占めているのは別表の統計によればボール盤であつて，これに次い

て旋盤となつている。
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ボール盤による災害の原因は

別表に示すようにドリルの刃に

触れて，巻かれて，或は刺して

というものが約半数を占めてい

る。次いで作業の段取方法が悪

いために被加工物に孔を開け終

るようなときに被加工物が回転

してこれにぶつかつて災害を生

じたものである。

ボール盤に対しては中小企業

においては全然安全装置は取付

けられていないが，写真21に示

すようにボール盤のスピンドル

とドリルをカバーすることが出
写真 21 

来れば第一位を占める刃に触れて災害を起ずようなことはなくなるのであ

るつこのカバーはばねによつて仲縮出来るからドリルを取替るときも又穿

孔こ際しても坂外さなければならないようなことはない。

被加工物が穿孔の終りに当つて回転するのは段取に当つて手を抜いたか

らであつて，小さなものでもテーブルの上にクランプ等によつてしつかり

取付けておけばこのような災害は生ずることはない。

4. 9. 9 ハンマーによる災害

手工具による災害は金属工業，機械工業においてはハンマーであつて，

次いでスパナー等がある。製材木製品工業ではトビロが第一位で，次いで

ノミ，斧である。

ハンマーによる災害は時に重傷，死亡をも伴うことがあるから注意しな

ければならない。今般の中小企業における金属工業，機械工業のハソマー



24 中小企業における安全管理の実態（製造工業編）

による災害の原因を細分してみると別表のようである。即ち被加工物をハ

ンマーで打つときそのやり方が悪かつたためにこれが飛んで労働者に当つ

たもの，及び打ち方はよかつたのであるが保守が悪いためハンマー先嬬の

まくれが欠けて飛んで災害を起したものがハンマー災害総数の応を占めて

いる。尚これと同程度の数を占めているものはハンマーの使い方が悪くて

手を打つたものである。

次に全数の2割を占めるものにハンマーの柄が折れてこれが頭に叫つた

というものである。

中小企業の機械工楊，金属工業の工場における手工具管理は極めて忍<'

全く上述のように

ハンマーの先端の

まくれがあろうと

も，或はその柄が

どうなつて居ろう

とも殆ど何かの故

瞬でもない限り放

任されているよう

なのが殆どの現状

である。写真22に 写真 22 

示したものは某工場における不良ハソマーの一例である。

4.9. 10 梯子，脚立の災害

梯子，脚立は機械工場で用いられる最も重要な作業補助具である。中小

企業においては大企業のように機械が近代化されて居らないために，上述

のように調帯によつて天井のラインシャフトから動力を伝えている。この

ために動力伝導装置の故障や注油等に際して梯子，開立を使用する機会が

非常に多い。



中小企業における安全管理の実態（製造工業編） 25 

然しこの梯子，脚立の中小企業における現状は極めて不良であつて，全

くその時限りの間に合せに終つている。このために梯子が極めて強度のな

い危険性のあるもので構成され，これが強度不足で折れて災害を起しても

その後はまた怪しげな副木をこれに当て，針金等でしばつて使用している

ょうなものも腿々見受汁られる。

尚椋子の滑り止め装置の如ぎものは全然取付られていないような危険の

状態である。然し梯子の不良のために生じた墜落災害は死亡災害となる可

能性が極めて高い。

4.9. 11 電気災害

中小企業におげる電気設備関係は殆ど事故でも起きない限り放任されて

いるような状態である。別表の原因別災害統計によれば感電による災害と

いうのは件数においては必ずしも多くないが，この災害ほ死亡災害を生ず

る可能性が極めて高いから注目する必要がある。

災害の原因を調べて見ると殆どが電動工具によるもので即ち電気ドリ

ル，ポークブルグラインダー等において電諒とエ具とを連絡するコードが

使用中にエ具との間で摩擦されて，コードの被覆が一部損傷し，ここから

工具の金属部に漏電するような状態になつていたものを工具の保守管哩が

よくないために作業者が知らないで使用し感電するようなものが晨も多

い。このことは特に夏期に多い。尚中小企業の工場においてはスイツチ等

の状態もその構造上或は取扱保守管理上極めて悪いものが多い。

4.9. 12 爆発災害

これは別表に示す統計によつても分る如く，その件数においては余り多

くは汰い。然しながらこれは一度惹起されると死亡災害を伴うから注目し

なければならない。

この発生は別表統計によれば殆ど金属工業において発生している。

その内容の主なるものはアセチレン熔接装置の爆発と熔融金属の水に煩
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れた場合の水蒸気爆発である。

中小企業の金属工業におけるアセチレン熔接装置を見るとその大部分が

可搬式の小型のものである。その保守，取扱には危険性のものが多く，安

全器は取付けてあつてもその殆どがこれを気鐘の縁に掛けてある。これで

逆火をした場合にはこの安全器の爆発によつて気鐘内のアセチレン爆発を

誘発してしまうことになる。

熔融金属による水蒸気爆発は金属工業のうちでも鋳造工場に発生してい

る。地下水の浅い湿気の多い低い土地等に建てられた鋳造工場でキユポラ

やコ、ンキの附近にある水溜りし易い凹所には注意する必要がある。

4. 10 保護具による人体の防護

中小企業においては機械的な設備は大企業に比して数段劣つている。こ

れは経済的な関係上やむを得ないと思われるが，その欠陥を経済的負担の

余り重くない保護具によつて捕うように努力したならば，現状より災害も

減少することと思われるが，この保護具については使用者も労働者も全然

関心がない。

従つてガス熔接等を行う作業者も，研磨機を使う者も保護眼鏡は殆ど‘使

用せず，重鼠物を取扱う金属工業等においては足の災害は相当数に上るに

もかかわらず安全靴など全然着用されていない。又金属加熱炉において高

温金属を取扱う作業等は，輻射熱を相当に受けるにもかかわらずこれを防

護するぶのは着用されていないような状態である。

手袋は金属工業においては鉄板，棒その他の璽量物を取扱うに際しては，

相当手先保護の役目を果している。これは金属工業，機械工業においてら

非常によく行われている。然しこの手袋は機械によつてはその使用を禁止

しているものらあるのであるが，その禁止機械に対してもかまわず手袋を

普用して操作していたため迎に災害を発生しているものもある。

例えば，某中小企業においてはロール機の使用にボロ手袋を用い，丁寧
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にもその下に更に軍手を使用していた為にロール機にすつかり手を挟まれ

るような災害を惹辺しているものもある。

4. 11. 1 作業方法の安全化

中小企業においては職長の安全教育が行われるような機会も有していな

いためか，職長の安全に対する認識が殆どない。従つて作業方法が正しげ

れば，災害がなくて済んだであろうと思われるものに対しても再度災害ぶ

繰返され，これはやむを得ないのだと云うような考えを持つている者が非

常に多いために，作業方法の安全化が積極的に進められていない。

従つて作業をするに際して，作業姿勢，作業順序，その段取等について

の全ての要領が指導されていない。安全作業心得を定められている所が少

く，危険な機械を使用するに際しての注意標，或は禁止事項を書い此標識

等も現場においては，殆ど見当らない。

別表の原因別災害統計によつても明らかであるが，物の取扱い，連搬に

おいて捻控による災害が相当数ある。特に重量物を坂扱う金属工業におい

て多数発生しているが，これ等についても対策を立てられている所は殆ど

ない。この様な災害は連搬に際しての物を持ち上げる要領，姿勢を職長ぶ

現場で作業に際してよく教え，或はその仕事をやる前に 1分か2分準備的

な体操を行うことによつても著るしく減少し得ることであると思われる。

尚中小企業においては可成の重量物であつても連搬が機械化されていな

いために，人力のみに頼つている。然しこれが災害発生に大なる関係を持

つているのである。このことは或る程度経済的なことには関係があること

と思うが，重菫物の取扱，運搬の合理化されない経済的な欠陥は職長が作

業をよく訓練し，指導することによつて或る程度補われるものと考えられ

る。
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中小企業における原因別災害発生状況

（製造工業関係）
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製造工業（金属機械製材木製品）における原因別災害発状生況 (29年度）

--原----因別--ー＿＿―-----工----業-別-----II 金 属 I1機械器具 1I製材木製品 計
.. -

総計 1,140 400 I 431 1,971 

A 動 力
運転災害 1(26.3)443 (26.4)153 (40.0)290 

(38. 7) (38. 2) (67. 0) 886 

01 動力伝導装置災害 16 I 231 
．． 

11[ 50 

02 動力楊重機災害 11 1 6 21 公

03 動力運搬機災害 15 51 8 I 28 

04 一般動力機災害！ 3951 119 269 783 

B 作業行動災宵 I(61. 6) 62. y65.1) 236 I (57. 4) 131 
(54. 7) (59. 0) (30. 4) 990 

05 手動揚重連拐機災害 30 1 17 I s I 55 

06 手動機工具災害 165 I 37 25 237 

07 取扱運搬災害 I 313 ＼ 129 I ss I 500 

08飛来崩拭災害 I 59 j I 16 21 I 96 

09 撃突踏抜災害 371 20 I 11[ 68 

10 墜 落 災 害 I 19 17 I 8 I 44 

C 持 殊 危険災 害 1(9.8) 70 (5. 6) 10 (0. 7) 81 
(6. 1) (2. 5) (2. 0) 88 

11 電 気 災 害 41 I 
1 ， 

5 

12 毒 闊 災 宰ロ l 

12 i 1 1 I 14 

13 燦発破裂災害 I s: 1 1 10 

14 高 熱 災 害 I 46 I I 8 ． 5 I ！ 59 

D 雑 原 因 災 害 i(23) 4 I c2. 9) 1 I c1. 9) 2 I 
遵:.i)_ (0.3) (0.6) 7 

I 
15 火 災 事 故

I I 1 I 1 

因 4 I 1 1 I 16 雑 原 6 
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--原因別--~工事万『 金 属 i機械器具製材木製品1 計

A 動力連転災害 443 153 」 290 I 985 

01 動力伝導装置災害/ 16 I zs I 11 / 贔

011原動機II 1 , . 1 I I 2 

0111触れて II 1 I 1 1 2 

012調 鉦冗・i! 11 / I 17 I I 9 I ， 37 

0121触れて巻かれて 3 I I 7 I I 4 I , I 14 

0122プリーとの間に拭まれて 5 I 9 5 19 

0一12三3その他 1 3 』 1 I 4 

013車軸 I 3 ¥ 1 1 5 

0131車職， プリーに巻かれて I 3[ I 1 1 5 

014歯車 1-1 4 1 I ← — 6 

0141かまれてI 1 I 4 1 6 

__:a2 砂）J 翌堕機災宮 I 17 61 2 i I 25 
021動力包重機 J 12 / 4 16 

0211吊誓当つて，拭まれて 5 I 2 I 7 

0212フックと街物に挟幻れて 1 2 I I I [ 2 
0213フックヽ 当つ-て I 2 -2 

0214その他1I 3 1 2 I s 

022ホイストその他 II ' 5 I ＇ ' 2 I I 1 2 , : 9 

0221吊荷当つて，挟まれて I 1 I 1 : I 2 

0222 i 滑て車とワイヤーに挟まれ 2 ; 1 ' I ' 3 , 

0223フック当つて 1 II , ' —-~ 

0224その他 1 i I 2 i I 3 

03 動力連括機災害 I 15 5 s i 2s 

03~ 無軌道動力連搬機 1 15 f 51 s 2s 
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---------------原因-別--------工-----業---別- I金 属 機械器具 i製材木製品I 計

0311追突，園突して 3 I 2 3 8 

0312触れて，踏板外れて 4 1 5 

0313スリップ又はカーブで倒
れて

5 2 41 11 

0314そ の 他 3 1 I 4 

04 一般動力機災害
I 

119 2691 395 I 783 

041動 力 転 子 機 I 51 I 2[ 31 56 

0411 加他工物が当る，には抜ねまられれて， 
のものとの間

29 29 

0412ロールに挟まれて 16 1 3 I 20 

0413箸の柄，挺子が当つて I 3 I I 
3 

0414そ の 他 iI 3 1 : 4 

042動力木工用鋸機，
I 3 : I 97 100 

0421刃 に 触 れ て 21 44 46 

0422と、髯動つ，て跳触上れるり， 又は手が
I 

16 , 16 

0423木る屑を除こうとして紬れ 1I 
! I l 

7 7 

0424 加工材，木片が反揆し当
つて I I 18 I 

18 

0425 機で械の不調又は調節作業
41 4 

0421そ の 他 l I 
1 81 ， 

043動 力 圧 機 I 166 I 39 1 1 I 205 

0431挟 ま れ て l 147 I 34 1 182 

0432 でよ挟全ろめ装まいててペクルを踏ん I I 5 I 2j I 
7 

0433 安 故れ置陪クラチ，ブレ n/ a/ I 
14 

ーキの で挟まれて

0434そ の 他 3 
I I 

3 

044動 力 様 I 8 1 
I 
， 

0441 落加工ち物て， 破片が飛んで， 1 1 s/ I I 
5 

0442箸の柄で打つて 2 
I 

2 
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---------＿原因別二ピ業_別j金 属 l機械器具：製材木製品1 計
0443挟 ま れ て I I I 1 I I 2 

045動 力 研 棗 機 I 281 11! 21 41 

0451触れて，挟まれて I 141 41 1 I 19 

0452破片が飛んで l 61 21 1 I ， 
0453屑

． 

粉 で,I 41 2j 6 

0454そ の 他 I 41 31 I 7 

046切断機（載断機） 47 I 3 41 54 

0461挟 ま れ て 1 321 3 1 I 36 

0462加工物飛落ちて，跳ね返つ I 
て， んで当つて 81 I I 8 

0463押え棒との間に挟まれて l 2) I I 2 

0464そ の 他 I s I I 31 8 

047旋 盤 I 21 I 22 I 31 46 

0471刃物に触れて l sj ， ， 1 I 15 

0472 加工物触が当つて，挟まつ
て， れて

5 6 I 11 
0473切粉に触れて，飛んで 1 4 4¥ I 8 

0474そ の 他 I 7 31 2) 12 

048 含（ボむール盤） ポークブルを I 261 141 1 I 41 

0481 刺刃にし触てれて， 巻かれて， 1 ＇ 1s I 61 1 I 22 

0482加工物に挟まれて，回転 I
して，当つて 71 sj I 12 

0483そ の 他 I 41 31 I 7 

049木 工 用 鉤 機 l I 1 I 135 l 136 
0491刃 に 触 れ て 1 I 1 I 231 24 

0492賑か二動，つ跳てね，触上れり，て又は手 1 I I 102 I 102 

0493加工胄と共に手が倒れ刃 I
に触て I l 51 5 

0494そ の 他 I I j 51 5 
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------原因別 - -----工業別1金 属 1機械器具 1製材木製品1 計

◎ 伸 線 機 I 14 I I I 14 

0401門巻ドフムれと鉄線に抜まれて 1
， I I ， 込まて

04011 材まつの端てで弾かれて， か 1 
51 I 5 

0402鋲 打 機 I 6 I I 6 

04021 1::.0ストンが当つて l 61 I I 6 

0403羽 布 機 I 6 I I 6 

04031披まれて，巻込まれて 1 6 I 6 

0404その他の動力機 22 23 I I 231 68 

04041込当、つて，挟まれて，巻き
まれて

， 10 51 24 

04042 そ刃のに触他れに挟て，まれ刃てと加工物 1 5 ， 13 I 27 
04043回転体に舟嵐れて l 51 1 1 I 7 

04044そ の 他 I
6233i 1 23361 1 

4[ 10 

B 作 業 行動災害I 131 I 990 

05 手動揚重運搬機災害 I so I 171 sf 55 

051手 動 揚 重 機[ 12 r 10 r 51 27 

0511 てワイヤーと品物に挟まれ
31 2j I 5 

0512そ の 他 I 91 s[ 51 22 

052脱線転覆，圃突 I 151 41 2/ 21 

053触車，れぎ車，激突 I 31 31 1 I 7 

06 手動機，工具災害l 165 l 37 I 251 227 

061手 動 機 械 I 101 [ 41 I 105 
0611 けれるとばし， プレス， 挟ま I 101 41 I 105 

062手 工 具 l 64 I 33 l 251 122 

0621ハ ン／ マ -I 431 23 I 2/ 68 

06211 加工物当又は破片が飛ん I 
で， つて 16 I 61 1 I 23 
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------原因別二［—--業" 別 金 属［機械器具製材木製品l計

06212 J1 つて~c I I I 1-7 4 i , I s 3 | I 22 

06213折れて，頭が当つ 1 
I 

10 

06214そ の 他 l
6 ， I ＇ 6 ＇ 

1 I 13 

0622その他の手工具 I 21 I 10 23 54 

06221 トビ ロによって II 

I 11J 
11 

06222スパナによって 5 2 ＇ 2[ 
， 

06223ノ ミによって
i s I 5 

06224斧 に よ つ て 3 3 

06225そ の
他 ＇ 

16 8 2j 26 

07 坂扱 運 搬 災 申芦 l 

313 i 129 I 58 I 500 

071積 卸 46 I 13 1 21 80 

0711 ね取洛て，し当て，つ打てつけて， 跳 17 I ， 7 33 

0712挟 よ れ て I 12j 21 41 18 

0713捻 挫 す る IO I I 6 16 

0714切つて，刺して 3 I I i I I 
4 

0715そ の 他 l 41 1 I 41 
， 

072機械の整備，調整 40 33 t 9 I 82 

0721取落して，打つけて ， 15 I I 5 I 29 

0722挟 ま れ て I 22 14 i 1 37 

0723そ の 他 II 91 4 3 16 

073運 し璽て＿＿，倒＿れ作て．当つ業て Ll321  _40 
2s I 200 

0731取落 52 15 I 71 74 

0732 江れつて打，つまづいて，倒
て， つて 30 ! ！ 10 i 10 I 50 

--

0733捻 挫 す る 1 28 I ! 41 41 36 

0734切る，刺す，挟まれて 1 16 6 I 1 I 23 
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-------原因別---------------工---------------業・-. 別 I1 金 属 1機楓器具：製材木製品I 計

0735打 つ け て I 6 I 2j 61 14 

0736そ の 他 ， I I 31 3 

074その他の取扱運搬 95 I 431 41 I 179 

0741挟て，まれ当つて，て当つて， 跳ね 1 24 I 14 ， 17 I 55 

0742 倒れて当，落ちて，取落し I 
て， って 19 I 15 ， 61 40 

0743捻 挫 す る I 1s I 41 8 ＇ 30 

074-4刺- す，切る I 21 I 41 25 

0745 江江つり落てちる， 踏外して， 1 6 2f 7 I 15 

0746そ の 他 I 7 I 41 31 14 

08 飛来，崩壊災害 I 591 16 I 21 I 96 

081飛 来， 落 下 I 20 I 10 41 34 

0811飛 来 I nj 7 I 2[ 20 

08111飛来して当つて 7 I 
4 2j I 

1 I 12 

08112飛来して眼に入る ~I 1 7 

08113そ の 他 I I 1 I I I 

0812落 下 I 9 I 3 I 21 14 

082顛 倒， 月'-"--'月 誤 I 39 I 61 17 I 62 

0821顛 倒 l 26 I 41 121 42 

0822崩 装 I 13 I 2! sj 20 

08221崩れて当→ーる j 7 I 

2 I 
1 I 8 

・・-

08222そ の 他 I 61 
1141 1 

12 

09 撃突，踏抜災害 I 391 201 68 

091撃 突 l 331 19 I nj 61 

0911打つかつて，つまづいて j 251 13 I 10 I 48 

0912そ の 他 I 8 41 1 I 13 
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.,____ 原因別-工業別I金 属 1機械器具 1製材木製品I 計

092踏 抜 I 41 3 I 7 I , 
10墜 笠1合 災 害 I 19 I 17 I s I 44 

101足湯梯子，歩板から I 91 sl i s I I 
' 22 

102階段，桟橋，開口部から I 2/ 5 I 1 I 8 

103設 備 上 か らI 71 31 I 
10 ， 

104そ の 他 I 1 I 
10 I I I 
2j 4 

C 特 殊 危険災害 I 70 [ s/ 88 

11電 気 災 害！ 41 I 1 I 5 

111電 気 I 41 l 1 f 5 

1111充電部に接触して 1 i I I [ 1 

1112電気工具絶縁悪人 I 31 I 1 I 4 

12毒 劇 災 害 I 1~I 1 I 1 I 14 
121毒 劇 物 I 10 I I 1 I I 11 

122有毒ガス， 蒸気 I 21 I 1 I 3 

13爆発，破裂災害 l s¥ 1 I 1 I 10 

131爆発引火性料品 I 6 I 1 I 1 r 8 

132内 圧 沢* 器 2) I I 2 

14高 熱 災 害 I＇ 46 I 8 51 59 

141高 熱 物 I 46 , I I sl 51 59 
1411亨融又は高熱金属に触れ 1 32 I 2 I 34 

1412火招に触れて I s I 1 I 31 12 

1413溶 接 火 花 で I 41 31 I 7 

1414蒸気，熱湯に触れて 1 1 I 2 f 2[ 5 

1415そ の 他 I 1 I ！ 
1 

D 雑 原 因 災 害 41 I 1 I 2 ｀ 7 
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---------------原因別~工-----------業別」金 属［機械器具 j製材木製品[ 計

15 火 災 事 故 I I I 1 I 1 

151火 災 l I l 1 l 1 
16 雑 原 因l I 4 I 1 I 1 I 6 

161 雑 I 4 l 1 I 1 I 6 



中小企業における安全管理の実態

（土建編）
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1. 中小企業における事業場の労働災害の特質

中小企業における労働災害の全規模事業に対して占める割合は，労働省

労働統計調査部の報告（昭和29年）によれば 100人以下の土木建築業にお

いて72.8%を占めている。然し度数率及び強度率は大企業よりも少し低位

の領向にある。

l全規模計 I100人以上 99人以下合計 50"-'99人 I30____,49人 29人以下
災害件数 137,614 38,850 98,764 15,926 21, 134 61, 704 

度数率 48. 42 84. 5 47. 3 48. 57 46. 09 38. 65 

強度率 8.20 15.6 7.7 7.14 6.53 6.75 

大企業と中小企業の事業場について東京都内の高層ビル建築工事，某県

下における中小規模建築工事及び東京にお片る二つの労働基準監督署管内

の中小土木建築工事における労働災害についてその発生原因別にこれを比

較して見ると次のようである。

この表中機械運転災害が大企業より

も多いことは不完全な機械である上，

これを不完全な簡単な据付を行い，そ

の保守も行われないために多いものと

思われる。

又手動機械，工具等による災害が多

（大企業事業場を 1とした場合）

機械運転災害

手動機械災害

手動工具災害

陰落災害

飛来崩総災害

撃突鉛抜災害

2.9 

2.9 

2.8 

1. 5 

0.5 

〇.6

いのは大工事よりも中小工事現場の方が，手動の機械工具を使用する割合

が多いため，これらの使用上の誤り，或は保守が悪く，不完全なものを使

用しているために災害が多く発生しているのである。

次に墜落災害の多いのは，大工事では麻所作業が多いために，本式の足

場が仮設されるが，中小企模の工事では比較的低い高所作業であるため，

つい足場を簡約的に考え中途半端な略式のもの，或は全然設けられず，適
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当にその辺りの足掛を利用することが多い。このために足元を踏み外した

り，滑つたりして墜落するものも多い。

尚木造建築工事では構造材の梁類を足掛りとして作業し，姿勢が崩れて

墜落するものも多い。

2. 安全対策としての作業環境の整備

土木建築における工事現場は製造工場における仕事よりも，機械によっ

てこれを遂行する依存度合が少く，労働者の作業行動のみに依存すること

が殊に中小企業場においては多い。従って行動をする作業環境の良否は直

接に災害自身に強い影響を与える。

一般に中小企業の作業環境は極めて悪いことが多く，特に工事現場は製

遥工場の現場と異つて日々仕事が少し宛完成されてその環境も変つて行く

ため更にこの悪条件に拍車をか

けるような状態になっている。

然しこの悪条件を克服して災

害の発生の虞れのないような環

境にすることは必ずしも不可能

のことではない。安全管理者が

これに力を注ぎ，作業者もこれ

に努力するならば必ず達成せら

れるものと思われる。

写真23は中小企業におけるよ

い例の一つであつて， リヤカー

又は猫車のために道板を敷いて

いる。 （但し道板が重なってい

るのはよくない）
写真 23 
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写真24は猫車の桟橋のよい例

である。

次に悪い 1例を示すと写真25

のようであつて，床にこのよう

な大彦な開口部があるので一寸

作業を誤まつたり， うつかりし

ているとこのような人間自身が

墜落したり，堺物が落下して災

害を惹起させる。写真では猫車

が危い状態になつている。別紙

統計によっても明らかなように

作業環境が悪いために惹起され

た災害は極めて多い。先ず足場，

梯子，歩阪等が悪いため惹起し

たものやつまづいて打つかると

いうようなものが多数あること

は作業環境の整備の必妻性を示

している。尚災害弧度の上から

言って着日に値ずるのは屋根の

上から落ちるというものであつ

て，しかもその件数も相当数に

上つている。兎も角も墜落災害

は全災害の約 2割を占め首位で

あると共に最も災害強度の高い

悪質のものである。

固この他作業環境に深い関係

写宣 24 

写真 25 

45 
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をもつているものに踏抜がある。又資材，石塊等が落ちて来る等と云うも

のも作業環境が悪いことが基因しているのである。これ等の災害は別紙統

計によつても相当数を示している。これ等の災害を減少させるには先ず安

全管迎者を初めとして現場で監督の任に当つている者，労働者も共に次の

ようなことに心掛けることが必要である。

（イ） 作業場内環境をよくするため ——— 
(1) 残材の整理をよくし，釘その他尖ったものを除く。

(2) 材料置場と搬出入の通路をはつきりさせる。

(3) 材料等の積み重ね方を指定通りにし整然とする。

(4) 通路を整備する。

(5) 定められた通路以外は通らない。

（口） 設備改善による環境整備には一~

(1) 床の開口部には手摺などを設ける。

(2) 処理物を落すためにシユートを設ける。

(3) 工具類やその他小部品のための収納箱を備える。

(4) 足場，桟橋の床には爪先板を設けて物を落下しないようにする。

(5) 落下物のために防網その他を設備する。

3. 安全対策としての作業用機械器具の安全化

別紙統計によれば土木，建築の現場に認いて使用する機械器具として災

害を防止する上から注日しなければならないものは次のようである。

機械として一一

(1) ガイデリック

(2) ウインチ

(3) 抗打機

手工具として一一
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(1) ハンマー

¥2) ノミ，斧，押切

(3) ツルハシ，テコ

輸送用のものとして一一

(1) トラック

(2) トロ，手押車

3. 1 作業用機械の安全

47 

作業用機械として災害を惹起し易いものは別紙の統計によれば，第1位

ぶデリック，次が抗打機，第3位がウインチである。

惰てガイデリックの災害を細分してみると，ワイヤロープが切断，或は

外れた吊荷が落下してあたって災害を起したというのが多い。これを防ぐ

にはワイヤロープを吊荷に対し定められた標準の大きさのものを必ず用い

叉これの保守整備を怠らないようにすることが必要である。尚吊荷が外れ

るという災害もあるが，これは玉掛作業者が「法規上指定された者」であ

れば，このようなことは防止されると思われる。吊荷又はバケットが当つ

たことが災害の原因となるものもあるが，これは作業者の作業位置が不適

な為に起ったもので，このようなことは玉掛合図手或はウイソチマソが適

正な合図を行えば防止できることである。

次に杭打機の災害の原因を細分してみるとその大部分が木蛸，モ‘ノケソ

が落下して当つたものであり，次がテッポウ，スチーム・ハソマーのコッ

ターが落下して当ったものである。

杭打機は元来杭に衝撃を与える作業をするものである。従つてこの与え

る衝撃のために構成している各部も緩んでくる傾向がある。このため最も

これを強く受汁る木蛸，モンケンがその坂付部が緩んで遂に抜けて落ちる

ことが多いから，その締めつけ方を確実にすると共に回数多く陽々それが

緩んでいるか否かを点検ずるようにすることが必要である。
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今中小企業の土木建築現場に

おける杭打機の状態のよい例を

あげると写真26に示すように杭

打機の真天の錘をワイヤに取付

けるのにジャックルを使用して

いる。よく現場に拾いてワイヤ

を結んで取付けてあるのを相当

見受げるが，シャックルを用い

るような確実な方法によること

が必要で，尚この写真では作業

者の位置も適当である。

次の例ぱ写真27に示したよう

にサクラキンネンを櫓上部に取

付金具によって取付けたよい例

であって，よく台付ワイヤを利

用しているものが現場で見受け

られるが改めるべきである。ウ

イソチはウインチ単独で使用す

る場合と，ガイデリック或は杭

打機と組合せて用いる場合があ

る。

土木型築用の機械としては一

番多く使用せられ，応用範囲の

広いものである。中小企業に使

用しているウイソチの状態をみ

るに，一般にその据付が完全で

写冥 26 

写莫 27 



なく， ロープを巻

胴に巻くにも極め

て乱暴に重ねて巻

かれてあり，その

保守及び取扱方法

も悪い。写真28vま

台付ワイヤの切れ

かけた極めて危険

な悪い例の一つで

ある。然し監督共

とその作業者の心

掛によっては必ず

しも悪いばかりで

はなく，よいもの

もあるのであって

写真29は台付ワイ

ヤからキンネンブ

ロックが外れない

ように番線で止め

たよい例であって
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写真 28 

写真 29 

このようにすれば台付ワイヤも 2本となり強度的にもよい。尚写真30はよ

い例であつて，その据付もしつかりとして居り，その使用に際してもロー

プは巻胴に順序よく平均に並んで巻かれている。

ウインチによる災害を防止するためには，管理者も作業者も次のことに

意を用いる必要がある。

(1) 据付をしつかりと充分丈夫にする。



50 

(2) 台付ワイヤ

からキンネソ

ブロックが外

づれないよう

にする。

(3) 台付ワイヤ

を丈夫にする

(4) ワイヤロー

プの引回し方

を若し切れて

中小企業における安全管甥の実惑＼＿―1刈編）

写真 30 

も作業者に当らないように安全にする。

(5) 主要部分の修理は早く完全にする。

(6) 作業着手前毎日必ず主要部をよく点検する。

(7) 使用に際しワイヤロープは巻胴に不整にならないようにする。

3. 2 トロ， トラックの安全

土木建築現場においてはトロ， トラックを使用することが多いが，これ

による災害も相当多い。又この種の災害は強度が高く，死亡危険性が多い

から注意する必要がある。 トラックによる災害は上乗り中トラックより落

ちることが多い。これは死亡危険性がある。尚急停車のため，積荷が動き

上乗り者の足をはさむようなものも相当ある。一般にトラックの上乗りは

非常に危険性が多いから行わないようにすることが必要である。

次にトロによる災害は別紙統計によれば車自身の脱線，転覆，衝突によ

つて起ったものを作業者自身が車に触れ，或はひかれると云うものが殆ど

同数の発生率がある。中小企業におけるトロの線路の敷設は一般に非常に

悪く，容易に脱線転覆するようになつている。写真31はそのよくない一例

であつて，尚これはレールに 6kgのものを使用しているために更によ
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くなり。現場を点検して見ると

レールの継目のボルトが法規通

りの本数ないものが相当に多い

ので，この部分が原因となつて

脱線，転覆することが多い。尚

路盤についてもそれがしつかり

と固められなくて凹凸多く，ヵ

ーブの部分等も適当な煩がない

ものが一般に多い。

3. 3 手工具の安全

手工具による災害としては，

別紙統計によれば首位を占める

ものはハ‘ノマーによるものであ

る。これは元来胸に衝撃を与え
写真 31 
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るものであるから，それが正しい状態を保持していないときは災害を起し

易く，技能が拙劣である場合もハンマーで打つような結果を招来する。こ

れ等の災害を防ぐには次のことに注意する必要がある。

(1) ハンマーの頭が柄から抜けるような虞れはないえ，よく使用前後点

検する。

{2) ハンマー頭の尖端にまくれがあるようなことはないか，あった場合

は速かにこれを取除くようにする。

(3) 使用に当つては無理な姿勢で打たない。

ノミ，斧，押切等によつて手を切る災害はハンマー災害の約半分程度で

ツルハヽン，テコによるものが同列である。

ツルハヽンによる災害は振り下した先が外れて打ちつけることが多く，テ

コによる災害は使用するときテコが折れて荷その他のもので打ち又はさま
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れるようなものが多い。何れも技能の不足の場合が多いから，正しい作業

方法を身につかせるようにすべきである。

4. 保護具による人体の防護

土木建築の現場においては別紙統計によつても知れるように飛来，落下

による災害が多い。これを防ぐには施設的に，その飛来，落下を防ぐよう

にすることが第一義であるが、やむを得ないものは保護具によることが必

要である。特に中小企業においては設備的には劣悪であるから先ず人体上

最も重要部である頭部の保護を安全帽によつてすることが必要である。

大企業においては最近この安全帽が相当に普及し使用されているが，然

し中小企業においては殆ど使用されていない実情にあるので，災害防止こ

れが励行が必要と思われる。尚使用に当つては帽体中のハソモックが充分

に緩衝の役目を果たすように充分しつかり結んであごにかけるように指導

することが必要である。

墜落災害ほ土木建築現場において首位を占めるものであるが，この災害

中命綱の励行によつて防止せられるものもあるので， このようなものは作

業者は使用を拒むような煩向があるが，出来るだけ監督者は使用させるよ

うに指導すべきである。

5. 作業方法の安全化

土木建築現場においては器材等を水平方向に或ほ上下方向に移動運搬し

組立，解体等が行われるために物の取扱運搬による災害は一番多い。

別紙統計によれば運搬作業のみによる災害は全災害の約一割二分に相当

し，しかもこれ等は機械器具を使用しない場合のものだけであるから，如

何にこの種災害が多いかということがわかる。

運搬作業による災害を更に細分して如何なる原因によつて災害を生じた
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かを追究して見ると別紙統計のようであつて，その約四割を占めるものは

運搬作業中に江つて，倒れて打ち，傷ついたというものである。

次に器材を取落して傷ついたものが前者の約半数を占めて二位である。

これと並んで運搬中に器材にはさまれた或は器材で打たれたという程度の

ものである。

このように運搬作業において災害が多いので， これ等災害を防止するた

めには夫々運搬する器材に応じ，作業条件によつて適正な積卸作業方法並

びに運搬作業方法を確立して， これを訓練し， これを励行するように指導

監督することが必要であると思われる。



中小企薬における安全管理の実態附表

中小企業における原因別災害発生状況

（土建関係）
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土 業 （足立，亀戸管内）

分 類

A 動力運転災害

01 動力伝導装置災害

011原動機

0111触れて

0112ニンジソにより，電力
線の緊線作業中ワイヤ
ーが巻き込まれ，ニン‘
ヂンのドラムにて足を
はさまれる

012調帯

0121触れて，巻かれて

0122 プーリーとの間に挟ま
れて

0123その他

013車軸

0131車軸，調車に巻かれて

0132その他

014歯車

0141まかれて

0142その他

建
一
数

6
6
7
1

件

1

4

 

3

1

 

22 

02 動力機重機災害 24 

021動力機璽機 14 

0211 ドラム又はホイール披と
ワれイヤロープの間に 1 

3 
まて

0212ワれイヤロープ切断当又は I 5 
外て吊荷溶しる

0213た吊荷る又はバケツトがあ 5 

0214その他 1 

022コソクリートエレベータ
3 

0221 ホッパー又はバケット 3 
が当る

023ウインチ 7 

0231 滑れ車てとワイヤーに挟ま

与
了

類 1件数一

0232玉掛けワイヤはづれて

0233吊荷が動揺して当る，
！ 挟まれて
0234バケット，ホッパー等

｀ にはさまれて
噂5ウインチ逆廻転し，ハ
＇ ソドルがあたる
魯6ウイソチのワイヤーに
； はさまれて

03 動力連搬機災害

031蘭道動力連搬機

032焦軌道動力運囲機

0321オート三輸横転して

0322 !! 追突して

0323 トラック

03231上棗り中トラックよ
り落ちる

03232急停車のため，積荷
が動ぎ上乗り者の足
をはさむ

03233ステップに乗って道
板上を進行中， しまね
た道板とステップに
はさまれる

0324その他

03241巻上げて停止中のス
テップホイストが簡
撃により発降下し足
を鰈かれる

03242運転中， 自転車サイ
ドカーがマンホール
に落ち身体がよろけ
て，足をスボークに
はさむ

033コソベアその他

04 一般動力機災害

041動力転子機

0411ロールに挟まれて

0412加工物が当る

1

4

1

1

9

1

8

 

1

5

2

 

2
 

2
 

26 
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分 類

0413その他

042動力木工用鋸機

0421刃に触れて

0422反揆して当る

0423その他

043動力圧機

0431挟まれて

0432型が落ちて当る

0433その他

044抗打機

0441品物破片が飛んで当る

0442木蛸，モンゲンが落下
して当る

0443テッポウ，スチームハ
ソマーのコックー落下
して当る

0444その他

045動力研磨機

0451触れて，挟まれて

0452破片が飛んで

0453屑粉で

0454その他

046その他の動力機

0461旋盤

04611刃物に触れて

04612 切粉に触れて，飛ん
で

04613その他

0462切断機（賊断機）

04621挟まれて

04622切屑はね返つて

04623その他

0463 ドリル（定位置）

04631刃に触れて

04632切屑が飛んで

04633加工物回転して

04634その他

件数II 分
II 
0464 ミキサー

1

1

 

ー

ー

11 

8
 

2

1

 

3

1

1

 

ー

2

1

 

1

1

 

ー

[

-

3

 

，
 

類

04641モルタルミキサーの
羽根又は操作しバー
にあたる

04642ボールシンを指に指
す

0465その他の動力機

04651刃に触れて

04652 加工物にはさまれて
触れて

04653削屑を手で扱つて

B 作業行動災害

05 手動揚重運搬機災害

051手動揚重機

0511 ワイヤーと品物に挟ま
れて

0512材料落ちてあたる

0513歯車にはさまれて

ワイヤーロープがから
0514みつぎカグラサン空
転，巻棒に打たれる

0515吊荷が動揺してあたる

0516 杭打作業中，かしめ棒
がはねてころぶ

0517 滑車とワイヤロープの
間にはさまれて

052手動運搬機

0521脱線，転覆，樹突

0522触車，れき車，激突

06 手動機工具災害

061手動機械

062手工具

0621ハンマー

06211品物又は被片が飛ん
で

06212折れて，頭が当る

06213ハンマーで打つ

06214その他

0622スパナー

2
 

1

6

3

2

1

8

3

7

1

1

1

 

8

2

 

4
 

1

1

1

6

8

8

3

2

1

4

2

2

7

3

 

1

3

3

1
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分 類

06221 江つて打つ，挟まれ
て

06222その他

0623その他の手工具

06231ノミ，斧，押切で切る

06232テコ， ツルハ‘ンが外
れてはさまる，打ち
つける

06233タガネ， ツルハジに
より破片飛来して

06234 ドリルに衣服がから
みついて

06235その他

07 取扱運搬災害

071積卸

0711取落して打つけて

0712挟まれて

0713切る，刺す

0714積卸中腰を捻挫

0715 ,, 荷があたり

0716 // 足が滑り倒れて

072機械の準備調整

0721取落して，打つけて

0722挟まれて

0723その他

073運搬作業

0731取落して，倒れて当る

0732切る，刺す

0733江つて，触れて打つ

0734捻挫する

0735 運搬中荷叉は器材で打っ

0736 
fl に挟

まれて

0737 運搬中釘その他金物で
切る

0738 ＇， よろめいて足を
よぢる

1件数 II
I I 

7

6

6

 

ー

3

1

 

7

9

0

1

1

3

3

1

6

 

6

2

1

1

 

ー

5

1

4

2

5

8

7

8

 

7

1

2

 

分 類

074その他の取扱運搬

0741挟まれる，当る

0742販落して

0743拗り投げる

0744捻挫する

0745 取扱中荷又は器材があ
たる

0746 取扱中足がすべり又は
器材で打つ，すりむく

0747その他（作業中捻挫｀）

08 飛来崩製災害

081飛来落下

0811飛来

08111飛来して当る

08112飛来して眼に入る

08113その他

0812落下

08121 資材，石塊等が落ち
て

08123器材工具等が落ちて

08123資材，器材が落ち物
に当つて反転

082顛倒崩躾

0821顛倒

08211材料が倒れてあたる
はさむ

08212器材が

0822崩誤

08221塀が崩れて当る

08222積込，山留，仮わく
組立作業中に土砂，
角材等崩れてあたる

08223山留作業中，山留の
横梁が外れ土佐が落
ちる10 I 

3 09 撃突，踏抜災害

091撃突
1 

tr 

0911打つかる，つまずく

数

-
5
8
3
3
7

件

2

4

1

1

3

6

6

8

6

2

 

0
 
0
 
6

4

7

1

7

4

6

2

 

1

6

4

1

3

2

1

1

 

3
 

I 1 

65 

43 

41 
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分 類 1 件数 [i 分 類
1件数

0912その他 2 122有毒ガス，蒸気

092腔 抜 22 13 爆発，破裂災害 1 

10 隧落災害 137 I 

101足場，梯子，歩板 80 132内圧容器

102階段，桟橋，開口部 2 14 高熱災害 4 

103その他の墜落 55 141高熱物 4 

1031屋根上から落ちる 16 1411溶接火花で 1 

1032 堤落の他防ち土，る石木垣工事，足山場留，よそり 17 
1412 溶れ融て又は高熱金属にふ

1413蒸気によつて 2 
1033車頓上から落ちる I ' I ， 1414その他 1 
1034 ヤグラ鉄ら骨落， 丸太足場 ， 

D 雑原因災害閉台か ちる 2 

1035屋内開口部から落ちる 3 15 火災事故
1036高架橋から落ちる 1 151火災

C 持殊危険災害 ， 16 倒壊事故
11 電気災害 4 

161倒壊

111電 気 4 
17 雑原因 2 

1111感電して 3 2 

1112火花火傷 1 

1113その他

12 毒劇災害

121毒劇物
ムロ 計 565 
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